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発情同期化した繁殖和牛の受給性に対する季節の影響

間章生・欝圏正克・道後泰治

要約

季節が繁殖性に与える影響を検討するために，春 (5月)と冬(12月)にプロスタグランジンF2α

(以下PGという)で発情調期を周期化して人工授精し，その受胎率と出液成分を比較した。

1 11自鵠隔の PG2図処理による発情時期化率は春が80.0% (8/10)，冬が44.4% (4/9)であ

った。受胎率は春が80.0% (8/10)であったが，冬は33.3% (3/9)と低い値であった。

2 初回PG処理持の血紫プロジェステロン(以下Pという)濃度は春と冬で差がなかったが 2

回目 PG処理時のP濃度は春の方が冬より高く，人工授精時のP濃度は，春がすべて 1ng/me 

以下であったのに対し，冬は 1ng/mi以下が55.6%(5/9)であった。

3 初函PG処理時の血媛成分は春と冬で顕著な差はみられなかった。春は初回PG処理時と授精

後21臼自の血柴成分に大きな変化は認められなかったが，冬では初回 PG処理時に比べ授精後

21日告にアルブミン，総コレステロール， βーカロチン，ビタミンAおよびビタミンEが低下したb

Seasonal Difference of Fertility at Synchronized Estrus 
in Japanese Black Breed Cattle. 

Akio OKA， Masakatsu JUEN and Taiji DOGO 

Summary 

The fertility at synchronized estrus was studied in spring and winter. Japanese Black Breed 
cattles were given prostaglandin F2α(PG) twice at an 11-day interval. 
(1) The percentage of cattle that displayed estrus after PG injection in spring (80.0 %) was 
greater than that in winter (44.4 %). The conception rate in spring (80.0 %) was greater 
than that in winter (33.3 %). 

(2) There was no difference in concentrations of plasma progesterone (p) at the time of the 
first PG injection in spring and winter. However， P concentrations at the time of the seω 
cond PG injection in spring was higher than those in winter. 

(3) There was no difference in the plasma components at the time of the first PG injection in 
spring and winter. In spring the plasma components at the first PG injection did not differ 
from those on the day 21 postinsemination. In winter， however， the concentrations of 
albumin， total cholesterol， s嶋田rotene，vitamin A and E on the day 21 postinsemination 
were lower than those of the first PG injection. 
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緒 言

繁殖和牛の受給率の向上と空胎期間の短縮は，繁殖和

牛餌養農家にとって究極の目標である. しかしながら一

年一産を達成している農家は少ない.また，牛は通年

繁殖であるが，季節による繁殖性の変化が知られてい

る2.4. 1~ 吹しかし，その変化が何に組閣しているかは

判明していない.また，限られた頭数で繁殖性を調べる

にはできるだけ条件を整える必要がある.

そこで，プロスタグランジンF2α(以下 PGという)

を用いて発情周期を同期化し，春と冬での受胎性とプロ

ジェステロン(以下Pという)を含む血液成分を比較検

討した.

1994年8丹31臼受理

材料及び方法

1 供試牛

当センターで飼養されている黒毛和種繁殖雌牛を春

10頭，冬9頭用いた.平均年舗は春 9.0，冬 11.3識で，

平均空胎期聞はそれぞれ239.2，202.4日であった.
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2 発情周期の同期化と人工授精

間期化は PG類縁体製剤(エストラメイト:合クロプ

ステロールナトリウム 0.263rng/rn.e，住友製薬)2 rn.eを

11日間隅で 2田筋肉内注射して行った.発情はスタン

ディングヒートによって確認した.人工授精は 2司自

PG処理後 3BEIにすべての牛に行った.春と冬の処理

開始月 Bはそれぞれ 1993年 5丹6日と 1993年 12J=] 14 

日であった.受胎確認は人工授精後 50--60日に直腸検

査により行った.

3 血液成分分析

血液は初回 PG投与直前 2由自 PG投与直前，人工

授精時及び人工授精後 21B自にへパリン添加真空採血

管を用い頚静眠から採取した.採由直後に血液を遠心分

離し，得られた血援は分析するまで-40
0

Cで保存した.

血柴中PはP測定キット〈オプチェック，デンカ製薬)

を用い，血紫ビタミンA(以下 VAという)， .ビタミン

E(以下 VEという)及びβーカロチンは高速液体クロマ

トグラフィにより測定した.また，血紫アルブミン(以

下 Albという)，グルコース(以下 Gluという)，血紫尿

素体窒素(以下UNという)，総コレステロール(以下?回

choという)， GOT及び r-GTPは血液自動分析機(蓄

士ドライケム 5500，富士フィルム)で測定した.

4 気象観測

当センターの自動気象観測装置によるデータを用いた.

結果

1 気混及び日照時間

平均最高気温，平均最低気温及び平均気温は表 1に示

すように 5月が 12月よりも約 10oC高くなっていた.ま

た 1か月間の日照時間は 5月が 12月の 2倍近くあっ

た.

2 PG処理による発情周期の間期化

11日間掘の PG2罰処理により春は 10頭中 8頭 (80.0

%)に発靖(スタンディングヒート)が認められた(表2). 

8頭の内 6頭は PG2国投与後50--55時間でスタンディ

ングヒートを示し，残りの 2頭も 72時間までにスタン

テeィングヒートを示した.春に比べ冬の発情同期化率は

9頭中4頭 (44.4%)と低かった.また，スタンディン

グヒートを示したのはPG処理後50--72時間であった.

3 受胎率

春はスタンディングヒートが確認された 8頭すべてが

受胎し，受胎率は80.0% (8/10)であったが，冬は発

情を示した 4頭の中で 3頭が受胎し，受給率は 33.3% 

(3/9)と低い債であった(表 2). 

4 副柴中P濃度の推移

表 1 気温と臼照時鴇

気温 (OC)

区分 日照時龍 (h)
最高 最低 平均

春 (5月) 22.4 10.7 17.0 248.2 

冬(12月) 10.5 0.9 5.3 131.1 

表 2 PG処理後の発情同期化率及び受給率

区分 供試 発情誘起頭数 受胎頭数

頭数 (%) (%) 

春 10 . 8 (80.0) 8 (80.0) 

冬 9 4 (44.4) 3 (33.3) 

表 3 PG処理後の血築中P濃度 (ng/rn.e)の推移

区分 初回 PG 2回PG 授精時 授精後

処理時処理時 計百呂

春 (n口 10) 4.9土3.2 5.8土3.7 0.2土0.1 9.4土3.8

冬 Cn=9) 5.5土4.8 3.2土2.5 1.4土1.4 4.5土3.7

平均値二七標準備差

表 3に示すように初田PG投与前の血柴P濃度は春が

4.9土3.2ng/rn.e，冬が5.5こt4.8ng/rn.eと差がなかった

が 2回目 PG処理時の?濃度は春の方が冬より高く，

黄体機能がないとされる 1ng/rn.e以下の割合も冬の33.3

% (3/9)に対して春は 10.0% (1/10)と低かった.ま

た，授精時のP濃度は春がすべて 1ng/rn.e以下であっ

たのに対し，冬は44.4%(4/9)が 1ng/rn.e以上であ

り黄体の退行は不十分であった.また，この時点でP濃

度が 1ng/rn.e以下であるにもかかわらずスタンディン

グヒートを示さなかった割合は春が 20.0% (2/10)で

あり，冬も 20.0% (1/5)と差はなかった.

授精後 21日自のP濃度が 1ng/rn.e以下で， この時点

で不受給が確認された牛は，春が 10頭中 1頭(10.0%) 

であるのに対し冬は 9頭中 3頭 (33.3%)であった.

5 血竣成分の変化

表 4に示すように初回PG処理時の血紫成分では冬の

AlbとGluが春より有意に高く， T-choも向様の傾向を

示した.授精後21日自では逆に冬のUN，βーカロチン，

および、VEが低い傾向を示した.また，春は初回 PG処

理時と授精後 21日自の血紫成分に大きな変化は認めら

れなかった一方，冬では変化がみられAlb，T-cho， βー

カロチン， VAおよびVEが有意に低下しており，栄養

状態の変化が推測された. GOT及び r-GTPは春，冬

ともに正常範囲内にあり有意な差はみられなかった.
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考 察

PG は卵巣に護接作用して黄体を退行させ，発情を誘

組するが，発構周期の初期段階(排卵後 5日固まで)で

はその効果がないと雷われている 1.2・2・9.叩そこで，

発情調期を需期化するためには 10-12日間隔で 2回投

与することが推奨されている 11) 今回の試験では 11日

間痛でPGを2回投与したところ，春は 80.0%の牛で

発情が同期化したが，冬は44.4%と春に比べ著しく低

く季節による差が認められた. さらに，受胎準は春が

80.0%であったのに対し，冬は 33.3%と低川憶であっ

た.同様の結果が Jasterらによって報告されているり.

すなわち 7月と 12丹にホルスタイン未経産牛をPG

で同期化して人工授精したところ 7月は 12月よりも

発情誘起率，受胎率ともに高い健を示した.これらのこ

とから PG処理による発情誘起，その後の受胎率には季

節的な影響があると考えられる.

血柴中P濃度は処理開始時には高時期で差は見られな

かったが 2由自 PG処理時には冬は春に比べて低く，

授精時には逆に高くなっていた.このことは冬には PG

に対する卵巣の反応性が低いことを示している. PGに

対する反応は発構崩期が 5-15日の牛で認められる

が9.10) 黄体期の初期 (5-7あるいは 5-9日)では黄

体後期よりもP濃度が低く，発情誘起率も低いとされて

いる私的.また， PG処理後の受給率は，血柴中P濃度

が2ng/m.e以下のものではそれ以上のものに比べ著し

く低いことが報告されている紛.冬の 2回目 PG処理時

の平均P濃度は 3.2ng/m.eと低く，間様の結果であった.

繁殖に対する季節的な影響のメカニズ、ムは明確ではな

いが，一般に牛の受給率は最適な気温の春に最も高く，

夏と冬は低いと雷われているり.今回の試験においても

春の日照時間は冬よりも著しく長く，平均気温も春が

17
0Cと冬よりも約 10oC高くなっていた.牛で血中プロ

ラクチンは気温と日照時間に制御されること 5.13にさら

に羊において車中プロラクチン濃度とプロジェステロン

濃度の聞には顕著な正の相関があることが報告されてい

る12) このような季節による内分泌の変化がPG処理後

の卵巣の反応性に影響している可能性もあるが，これ以

外の季節的な嬰図も考えられる. Vohらはナイジエリ

アの乾期と璃期の牛でPGに対する発情反応を調べ， ボ

ディーコンディションの良い雨期の方で反応性が高いこ

とを報告している 18) 黒毛和種においても低栄養で飼養

した場合，発情持続時鴇の短縮と発情行動の鈍化が認め

られている 14) 血液成分は栄盤状態の指標となるが，そ

の中でT-choは授精回数と， Albはさ主体日数と負の相関

があり， r-GTP は空胎日数と正の相関があると雷われ

ている7)また， T-choは130mg/clP以下になると過剰

排卵誘起持の移植可能臨数が減少することが報告されて

いる 8)今回の試験では試験開始時の血液成分には春と

冬で大きな差は認められず，返って AlbとGluが冬で

高かったことから試験開始時の栄養状態は冬の方が良い

と考えられた.授精後 21日自の血液成分では審は試験

開始時と比べ変化は見られなかったが，冬は AlbとT-

choが低下しており，この栄養状態の変化が受胎率に影

響した可能性が考えられる.

また，鳥飼らが兵藤県下における和牛の車中 β輸カロ

チン濃度と繁殖成績を調べた結果， 7 J'.Iの βーカロチン

濃度は 11月と 3月に比べ非常に高く，約70%の牛が 6

-....8月に受給したことから季節的な繁殖成績に対する飼

料中かカロチンの関与が示唆されたお我々の試験にお

いても βーカロチン， VA及びVEは冬の授精後 21日目

で低下しており，これら脂溶性ピタミンの繁殖能に対す

る影響も十分に考えられる.

表4 春と冬におけ

春 (5月 n口 10) 冬(12月 n=9) 
血液成分

初鴎PG処理時 AI後21臼呂 初回PG処理時 AI後21日自

Alb (mg/clP) 3.3:t0.3" 3.5土0.3 3.7土0.3b 3.3:t0.2" 

Glu (mg/ ClP) 67.8土7.3" 67.4土6.0" 78.4土6.7b 75.2土8.3b

UN (mg/ ClP) 10.8土4.4 11.8土2.2" 9.1土2.3 8.4ごと1.5b

T-cho (mg/ clP) 120. 'z土22.2 120.2土25.6 142.7土31.2" 112.0土23.0b

GOT (U/ .e) 61.3:t16.1 61.5こt13.1 67.4土12.8 57.4こと8.8

r-GTP (U/.e ) 25.1土8.8 25.4:t6.1 28.0:t7.2 25.6土4.3

βwカロチン (μg/clP) 216.1 :t53.8" 213.9土50.5" 224.3土71.5" 15L8:t41.4b 

VA (IU/clP) 74.3土13.0 82.4土11.7 86.0土18.5" 70.2土13.4b

VE (μg/clP) 394.4土90.9" 404.8土105.8" 417.1士107.2" 302.6土68.3b

平均値土標準偏差
奥符号聞に有窓差あり (P<O.05)
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以上のことから，春と冬では繁殖能が異なり， PG処

理後の発情誘起率及び受胎率は春の方が高いことが分か

った.その要因としては気温，日照時期の違いによる内

分泌変化も考えられるが，脂溶性ビタミン， Alb及びT-

choが示す栄養状態の変化が関与している可能性が示唆

された.
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